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参加される方へのご案内 
 
日本生物高分子学会 2026 年度大会は、広島大学にて 2026 年 8 月 18 日（火）、19 日（水）に開催されま

す。会員・非会員を問わず、多くの方にご参加いただけることを願っております。 
 
主催 日本生物高分子学会 
 
 
開催日時   

2026 年 8 月 18 日（火）、19 日（水） 
 1 日目（18 日）一般講演、評議員会、総会、シンポジウム、懇親会 
 2 日目（19 日）一般講演、JBM 編集委員会 
 
会場   

広島大学 学士会館 2F レセプションホール、会議室 1、1F レストラン ラ・ボエーム 
 〒739-0046 広島県東広島市鏡山 1 丁目 2-2 
 https://www.hiroshima-u.ac.jp/centers/welfare_facilities/faculty_club 
 
参加費 

・参加申込締切：2026 年 8 月 9 日（日） 事前登録をお願いします。 
・①氏名、②所属、③懇親会への出欠、④e-mail を明記し、ohmae@hiroshima-u.ac.jp までご連絡ください。 
・件名を「日本生物高分子学会参加申込（申込者の氏名）」としてください。 
・名札と領収書は会場受付で交付します。 
・参加費（講演会・懇親会）は下記口座まで振込をお願いします。なお入金いただいた参加費の返却はで

きませんのであらかじめご了承ください。 
 

参加費     講演会  懇親会 
  一般会員および非会員  4,000 円  6,000 円 
  ユニット会員   無料  6,000 円 
  学生（会員・非会員）  無料  3,000 円 
参加費（講演会・懇親会）振込先 
中国銀行姫路支店（店番号 602）普通預金 1270263 日本生物高分子学会 
ゆうちょ銀行一三九店（イチサンキュウ店）（店番 139）当座預金 0092201 日本生物高分子学会 

 
口頭発表（レセプションホール） 
 講演時間 15 分（口頭発表 12 分、質疑応答 2 分、交代 1 分）  
 講演には液晶プロジェクターを使用します。HDMI ケーブルを用意しますので、PC および変換アダプ

タ（必要に応じて）をご持参ください。トラブルが生じた場合に備え USB メモリ内に入れたデータも

お持ちください。 
 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/centers/welfare_facilities/faculty_club
mailto:ohmae@hiroshima-u.ac.jp
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優秀発表者 

 学生と若手研究者の優れた口頭発表に対して Best Presentation Award を授与いたします。受賞者は評議

員および座長による採点によって決定します。審査員には会場の受付で参加登録と同時に投票用紙を配

布いたします。同じ研究室および共同研究者を審査することはできません。研究内容の優秀さだけではな

く、明瞭で分かりやすい、課題を理解しているなど、発表の仕方(Presentation)を中心に評価していただき

ます。優秀発表者の発表は、2 日目一般発表の終了後に行う予定です。 
 
評議員会（第 1 会議室） 

 1 日目（18 日）12:10 より日本生物高分子学会評議員会を開催いたします。評議員の方はご出席くだ

さい。出欠に関しては別途学会事務局からご案内させていただきます。 
 
総会（レセプションホール） 

 1 日目（18 日）13:10 より開催いたします。日本生物高分子学会会員の方はご出席ください。 
 
懇親会（レストラン ラ・ボエーム） 
 1 日目（18 日）17:30 より開催いたします。参加者の方はお出でください。 
 
JBM 編集委員会（第 1 会議室） 
 2 日目（19 日）12:00 より Journal of Biological Macromolecules 編集委員会を開催いたします。編集委員

の方はご出席ください。出欠に関しては別途学会事務局からご案内させていただきます。 
 
昼食 

 開催日には大学生協の食堂は営業していない可能性があります（現状未定です）。学士会館 1F のラ・

ボエームは 2 日目（19 日）のみランチタイムも営業しています（18 日は社内研修で休みだそうです）。

キャンパス北側（広域マップの下見方面）には、飲食店、ショッピングセンター（ゆめタウン学園

店）、コンビニなどがありますので、ご利用ください。他の方向には店舗がほとんどありませんので、

ご注意ください。 
 
宿泊 

 各自で手配していただきますようお願いいたします。 
 
 
日本生物高分子学会 2026 年度大会実行委員会  
委員長 大前英司（広島大学） 
実行委員 仲宗根薫（近畿大学）、村上千穂（安田女子大学） 
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広島大学 学士会館へのアクセス 
広域マップ 

 
 
所要時間 

 

※2024年3月31日をもって高速バス「グリーンフェニックス」（広島大学行）は廃止されました。 

 
詳細は広島大学 HP の交通アクセス・地図＞東広島キャンパスをご覧ください。 
  

 
※ 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/access/higashihiroshima
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キャンパスマップ（一部） 
 
 

      

 
 
 
 
学士会館フロアマップ 

 
 
  

生協 
（昼食） 

バス停 
「広大中央口」 

学士会館 生協 
（昼食、購買） 

至 
JR 西条駅 

レストラン ラ・ボエーム 
レセプションホール 

会議室１ 

ロビー 

フロント 
会議室２ 

ロビー 玄
関 

UP 

UP 

準備室 
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大会スケジュール 

 
 
  

開会  

一般講演 

(レセプションホール)  

評議員会 
(会議室 1)  

総会 
(レセプションホール) 

 

  

一般講演 

(レセプションホール)  

シンポジウム 

(レセプションホール)  

懇親会 

  

第 1 日 8 月 18 日（火） 
10:25 

10:30 

12:10 

13:10 

13:30 

15:30 

17:30 

19:00 

一般講演 

(レセプションホール)  

閉会  

JBM 編集委員会 
(会議室 1)  

10:00 

11:25 

12:00 

13:00 

第 2 日 8 月 19 日（水） 
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日本生物高分子学会 2026 年度大会プログラム 
2026 年 8 月 18 日（火）、19 日（水） 

 
8 月 18 日（火） 
10:25 開会挨拶   （レセプションホール） 
 
10:30～12:10 一般講演（＊優秀発表賞対象演題） 
酵素／タンパク質 
＊1 10:30 
深海微生物由来 α-CGTase 発現ベクターの構築とその酵素精製 
〇柴村航生 1、加藤千明 2、仲宗根薫 1 

1 近畿大・工・化生工、2JAMSTEC 
＊2 10:45 
アルギニン 131 の部位特異的変異導入による耐塩性グルタミナーゼの無機リン酸阻害耐性の向上 
〇木山皓雄 1、長瀬瑞希 1、後藤勝 2、吉宗一晃 1 

1 日大・生産工、2 東邦大・理 
＊3 11:00 
超好熱アーキア由来リコンビナーゼポリメラーゼの ATPase 活性の熱処理による向上 
〇内藤碧泉 1、山田響子 1、藤原伸介 2、吉宗一晃 1 

1 日大・生産工、2 関学大・生命環境 
 
11:15～11:25 休憩 
 
酵素／タンパク質 
＊4 11:25 
銅(II)イオンが誘導するアミロイド βの構造変化による抗体反応性の向上 
〇本城奈々紗，河野愛子，Zhang Bohan，吉宗一晃 
日大・生産工 
＊5 11:40 
排卵における小胞体関連分解機構の役割について 
〇北野日佳理 1、三浦紗也加 1、吉村萌花 2、須藤カツ子 3、熊谷勝義 4、藤田英俊 1,2 
1 大阪工大・院工・生命工学、2大阪工大・工・生命工学、3 東京医科大学、4人間総合科学大学 
遺伝子発現／転写因子／遺伝子組換え 
＊6 11:55 
イネ苗立枯病原菌 Burkholderia plantarii の植物毒素トロポロン生産制御遺伝子の解析 
〇神原拓幸 1、内海龍太郎 2、仲宗根薫 1 
近畿大・工・化生工 1、大阪大学・産研 2 
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12:10～13:10 評議員会  （会議室 1） 
 
13:10～13:30 総会  （レセプションホール） 
 
13:30～15:10 一般講演（＊優秀発表賞対象演題） 
遺伝子発現／転写因子／遺伝子組換え 
＊7 13:30 
ユーグレナ由来 β-カロテン合成関連遺伝子の連結と納豆菌への導入に向けたキメラプラスミドの構築 
〇大竹杏実¹、袴田佳宏 1,2 
1 金工大・大学院、2金工大・生命・応用バイオ 
＊8 13:45 
枯草菌発現系による納豆菌由来 aprE の発現と H5N1 型 HA タンパク質分解能の評価 
〇中田海佳 1、袴田佳宏 1,2 
1 金工大・大学院、2金工大・生命・応用バイオ 
＊9 14:00 
海水由来ラミナリン分解菌の単離とラミナリナーゼ遺伝子の塩基配列解析 
〇南出樹里 1、袴田佳宏 1,2 

1 金工大・大学院、2金工大・生命・応用バイオ 
 
14:15～14:25 休憩 
 
細胞/生体応答/シグナル伝達 
＊10 14:25 
エーラス・ダンロス症候群モデルマウスにおける CXCL4-CXCR3 経路を介した有髄 A 線維過敏化 
〇山本裕斗 1、宇戸禎仁 1、松本健一 2、芦高恵美子 1 
1 大阪工大院工生命工学、2 島根大総合科学研究支セ 
＊11 14:40 
ゲル状スクレログルカンが生物活性に与える影響の解析 
〇初鹿野嬉子 1、小林正樹 2、西成勝好 3、新田陽子 2 
1 お茶の水女子大・院・ライフサイエンス、2お茶の水女子大・基幹研究院、3湖北工業大 
食品化学の基礎と応用 
12 14:55 
古代甘味料・甘葛煎の食品利用のための化学分析 
〇前川佳代１、菊崎泰枝 2、濱崎貞弘 3、金田一秀 4、植野洋志 5、村井稔幸 6 
１奈良女大・大和紀伊研、2 奈良女大・生活、3奈農研セ、4 東京医療保健大学、5 龍谷大食農研、6大阪大

院医 
 
15:10～15:30 休憩 
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15:30～17:00 シンポジウム：地球外生命探索の現在と未来（レセプションホール） 
S1 15:30 
地球外生命探査－過去 25 年の主な成果と将来展望 
長沼 毅 

安田女子大学 理工学部 生物科学科 
S2 16:00 
地球と生命の共進化から考える宇宙における生命探査 
松尾 太郎 

大阪大学 大学院理学研究科 宇宙地球科学専攻 
S3 16:30 
圧入工法による地下の可視化技術の月面適用への挑戦 
石原行博 

株式会社技研製作所 圧入技術研究開発センター 
 
17:30～19:00 懇親会  （ラ・ボエーム） 
 
 
8 月 19 日（水） 
10:00～11:25 一般講演  （レセプションホール） 
遺伝子発現／転写因子／遺伝子組換え 
13 10:00 
イネ苗立枯病原菌 Burkholderia plantarii の植物毒素トロポロンの生産制御機構の解明 
〇仲宗根薫 1、神原拓幸 1、内海龍太郎 2 
近畿大・工・化生工 1、大阪大学・産研 2 
細胞/生体応答/シグナル伝達 
14 10:15 
ヒト MASLD 細胞モデルにおけるミョウガの脂肪肝改善作用とヘパトカイン制御機構 
〇高橋 真生 1、畠 恵司 2、戸松 さやか 2、加國 雅和 1 
1 株式会社 フェニックスバイオ、2秋田県総合食品研究センター 
バイオマテリアルとその応用 
15 10:30 
水の変化を指標にした低温乾燥杉材の性質の解析 
〇岩田和佳 
岩田研究所 
 
10:45～10:55 休憩 
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その他 
16 10:55 
シイタケ病原菌 Pseudomonas tolaasii 814 株に感染するファージの探索と性状解析 
〇大森勇門 1, 2、東裕大 2、木下翔 2、田中美玖 1、大島敏久 1, 2 
1 大阪工大・工・生命工学、2 大阪工大・院工・生命工学 
17 11:10 
難培養性微生物スパルトバクテリアは、なぜ希釈培地で増殖するのか？ 
〇村上千穂 1,2、薬師神葵 2、村井萌萌子 2、宮本清佳 2、藤井直樹 3、田中亜路 2、佐藤雄一郎 2、藤田雅

紀 4、金田一智規 3、森本金次郎 2 
1 安大・理工・生物 2 安大・薬・薬 3 広大・院工・環境 4 北大・院水産・水産 
 
11:25 表彰および閉会 
 
12:00～13:00 JBM 編集委員会 （会議室 1） 
 
 
 
 
 
 
一般講演座長一覧 

演題番号 座  長 
1～3 大前 英司 (広島大学) 
4～6 大森 勇門  (大阪工業大学) 
7～9 吉宗 一晃  (日本大学) 

10～12 新田 陽子  (お茶の水女子大学) 
13～15 芦高 恵美子  (大阪工業大学) 
16～17 仲宗根 薫 (近畿大学) 

 
 
シンポジウム座長 
 大前 英司 (広島大学) 
  


